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研修バックログとユーザーストーリーのテンプレート
テストできる小さなインクリメントを優先します。受講者への公開は、合意した品質確認と必要な承認が済んでから行います。
Courseboxブログより：coursebox.ai/ja/blog/aziyairujiao-yu-she-ji
学習者ストーリーの書き方
次の形式で書きます：[受講者]として、[ビジネス成果]を実現できるように、[業務で行うこと]ができるようになりたい。
ストーリーは、1回のスプリント内で作成と検証ができる大きさに収めます。受講者への公開はその後でもかまいません。
タスクの受け入れテストを書き、完成の定義（正確性、アクセシビリティ、評価との整合性、必要な承認）を決めます。
バックログは価値とリスクをもとに順位をつけ、スプリントレビューのたびに順位を見直します。
バックログ
	#
	学習者ストーリー
	受け入れテスト
	優先度
	スプリント

	1
	サポート担当者として、顧客が手動エクスポートの件でチケットを起票しなくて済むように、顧客向けの定期レポートを設定できるようになりたい
	担当者がテスト環境で週次レポートを一人で設定できる
	高
	1

	2
	サポート担当者として、正しく修正またはエスカレーションできるように、定期配信が届かない原因を診断できるようになりたい
	担当者が5件中4件で正しい原因を選べる
	高
	1
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